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石狩市の生活用水を用いた洗浄実験 (1)
―市販の洗濯用洗剤 20 種を用いて―
長 尾 順 子（藤女子大学 人間生活学部 人間生活学科）
現在、市場に出回っている洗濯用洗剤の種類は多岐にわたっており、生活者は自らの生活
にあった洗剤を選ぶことができる。この洗剤の洗浄力には水温が大きな影響力をもっている
が、北国の生活に適合された洗剤は発売されておらず、全国一様である。しかしながら生活
用水とは日本国内であっても地域によって水質や水温に差がみられる。石狩市水道事業報告
書⽛平成 28 年度水質検査結果表⽜1) によると、藤女子大学花川キャンパス（石狩市）に供給さ
れる水道水の水温は、最低水温が 3.5℃、最高水温が 21.6℃であり、冬季と夏季において約
18℃の差がみられる。そこで本研究は、石狩市に居住する生活者によりよい洗濯環境を提案
するための一歩として、夏季水温の条件下のもと洗浄実験を行った。実験に使用した洗剤は、
女子大生を対象にしたアンケート結果を用いた。本報告はその結果と課題について述べる。
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⚑．はじめに
家庭洗濯とは、着用して汚れた衣類等の繊維製品か
ら汚れを除去することを目的としており、多くの家庭
では洗濯機、水、洗剤の三つの要素を用いて洗濯を行っ
ている。近年市場で販売されている洗濯用洗剤の種類
は多岐にわたり、合成洗剤だけでも粉末タイプ、液体
タイプといった形態による違いや、弱アルカリ性、中
性、弱酸性といった液性による違いなど、生活者の選
択肢は幅広いものとなっている。
筆者は家庭においてよく使用されている洗剤の実態
を知るために、2016 年、2017 年に石狩市近郊（札幌市
を含む）に居住する大学⚑年生計 109 名を対象として
アンケート調査を行った。表⚑はアンケート調査結果
の内訳である。本研究ではこのアンケート結果をもと
に、市販洗剤と石狩市の生活用水を用いた洗浄実験を
通して、石狩市居住者にとってよりよい洗濯環境を提
案していきたいと考える。
これまで市販洗剤を用いた洗浄実験に関する報告は
多くがなされているが2) 3) 4) 5) 6)、石狩市の生活用水を
用いた洗浄実験に関する報告はまだなされていない。
自家用車や住宅などは北国の生活環境に合わせた商品
が販売されているが、洗濯用洗剤に関してはそのよう
な区別はなく全国一様である。しかしながら生活用水
は地域によって水質や水温が異なるため、実際に洗剤
がどの程度洗浄力をもつかは、その地域の生活用水を
用いて検証すべきと考える。とりわけ石狩市の生活用
水の大きな特徴は、夏季と冬季における水温の違いが
挙げられる。湿式洗濯における水温は、洗浄力に対し
て重要な要素として位置づけられる。
そこで本研究ではまずはアンケート結果に示された
市販洗剤 20 種（固形石っけんを除く）を用いて夏季水
温の条件下において洗浄実験を行い、洗剤間における
汚れ落ちの程度を比較することを試みた。
⚒．実験方法
本実験は 2017 年 12 月から 2018 年⚑月にかけて
行った。
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表 1 各家庭において使用されている洗濯用洗剤について
液性
形態
弱アルカリ性 中性 弱酸性
粉末洗剤 32(6) 0 0
液体洗剤 37(7) 36(6) 2(1)
固形石鹸 2(1) 0 0
数字は人数、（ ）の数字は洗剤の種類の数を表す。
⑴ 洗浄力試験
① 試料布
洗浄力測定の試験布には湿式人工汚染布（JIS C
9606、（一財）洗濯科学協会、ロットNo.20170911）を
使用した。湿式人工汚染布の成分は表⚒に示す。湿式
人工汚染布とは、人体由来の汚れ成分を人工的につけ
たものである。また浴比調整用布として綿メリヤス地
（色染社）を湿式人工汚染布とほぼ同形の約 5㎝× 5㎝
に裁断し実験に用いた。洗浄力試験では、湿式人工汚
染布と綿メリヤス地合わせて 33.3 g になるよう調整
し使用した。大矢ら（2007）の報告によると、ターゴ
トメータを用いた洗浄力試験には、湿式人工汚染布を
⚕枚用いた場合で⚓回以上の実験の繰り返しが求めら
れることが言及されており7)、本実験もそれに倣い、
湿式人工汚染布は⚑回の実験で⚕枚用いてこれを⚓回
繰り返した。
② 洗浄剤
洗浄剤には、市販洗濯用合成洗剤 20 種を用いた。
各洗剤の諸元を表⚓に示した。このうち粉末洗剤は⚖
種、液体洗剤は 14 種であり、液性は弱アルカリ性 13、
中性⚖、弱酸性⚑であった。実験には洗剤パッケージ
に示される 30 L における標準使用量をもとに、濃度
を調整した。
③ 機器
洗浄試験には、撹拌式洗浄力試験機（ターゴトメー
タ）TM-4（大栄精機株式会社）を用いた。また洗浄前
後の表面反射率を測定するために反射率計 CM-53D
（村上色彩技術研究所）を用いた。
⑵ 洗浄方法
撹拌式洗浄力試験機を用いる際の試験条件は、洗浄
温度は石狩市の夏季水温のうち最も高い数値である
22℃、使用水は水道水、浴比は 1：30、洗浄時間は 10
分間、機械力は回転数 120 rpm、すすぎは 22℃の水 1
L 水浴中で⚒回（ビーカーを使用し、⚑分間ガラス棒
で撹拌）、脱水は手絞りし、乾燥は室内自然乾燥とした。
洗浄は、⚑種の洗浄液に対して⚓回行った。
⑶ 洗浄性評価
反 射 率 計 CM-53D（COLORIMETER CM-53D,
MURAKAMI COLOR LAB.）を用いて洗浄前後の表
面反射率は⚒枚重なった状態で測定し、洗浄率は
Kubelka-Munk の式（⚑式）により算出したK/S 値の
洗浄前後の変化量から洗浄率を求めた（⚒式）。
K/S＝(1-R)2/2R………(⚑式)
R：表面反射率（0<R<1）、K：吸光度係数、
S：光の散乱係数
汚れの除去率DK/S(％)＝
((K/S)s－(K/S)w)/((K/S)o)×100………(⚒式)
K/Ss：汚染布のK/S、K/Sw：洗浄布のK/S、
K/So：原布のK/S
⚓．結果
石狩市の生活用水の水温のうち、年間で最も高い数
値を示したのは 2016 年⚙月の約 22.0℃であった。こ
の水温条件のもと、市販洗剤 20 種の洗浄実験から得
られた数値を用いて、K/S 値の洗浄前後の変化量から
洗浄率を算出した結果をグラフに表したのが図⚑であ
る。20 種の洗剤のうち、洗浄率の平均値は 40.07％で
あった。この数値を上回った洗浄率を示したのは、洗
剤 A～H の⚘種であった。これらに共通するのは液
性が弱アルカリ性であるという点である。また洗剤⚘
種のうち⚖種の A～F は粉末洗剤であるという点か
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表 2 湿式人工汚染布の汚垢成分
成分 配合量（％)
有機質成分
油性成分
オレイン酸 28.3
トリオレイン 15.6
コレステロールオレート 12.2
流動パラフィン 2.5
スクワレン 2.5
コレステロール 1.6
タンパク質 ゼラチン（粉末ゼラチン) 7
無機質成分
泥（赤黄色土) 29.8
カーボンブラック 0.5
佐々木麻紀子他：洗濯用洗剤の洗浄性─洗浄時間の影響─，⽝東京家政
院大学紀要⽞，54，（2014），p42，表 1-1 より転載
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表 3 試料洗剤の諸元
品名 使用目安量 実験使用量 液性 成分 特徴
洗剤A 洗濯用合成洗剤 23 g/30ℓ 0.76 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 18％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル）、水軟化剤（アルミノけい酸塩）、アルカリ剤（炭
酸塩）、工程剤（硫酸塩）、柔軟剤（ベントナイト）、
分散剤、酵素
従来型粉末洗剤
洗剤B 洗濯用合成洗剤 24 g/30ℓ 0.8 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 22％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル）、水軟化剤（アルミノけい酸塩）、アルカリ剤（炭
酸塩）、工程剤（硫酸塩）、漂白剤、分散剤、柔軟剤、
蛍光増白剤、酵素
従来型粉末洗剤
洗剤C 洗濯用合成洗剤 20 g/30ℓ 0.66 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 22％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル）、アルカリ剤（炭酸塩）、水軟化剤（アルミノけ
い酸塩）、工程剤（硫酸塩）、分散剤、蛍光増白剤、
酵素
従来型粉末洗剤
洗剤D 洗濯用合成洗剤 23 g/30ℓ 0.76 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 20％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル）、水軟化剤（アルミノけい酸塩）、アルカリ剤（炭
酸塩）、工程剤（硫酸塩）、分散剤、漂白剤、酵素
従来型粉末洗剤
洗剤E 洗濯用合成洗剤 35 g/30ℓ 1.16 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 16％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム）、工程剤（硫酸塩）、アルカリ剤（炭酸
塩）、再付着防止剤、水軟化剤、漂白剤、蛍光増白剤、
酵素
従来型粉末洗剤、W漂
白剤配合
洗剤F 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1 弱アルカリ性
界面活性剤 15％（アルファスルホ脂肪酸エステルナ
トリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
純石けん分（脂肪酸ナトリウム））、アルカリ剤（炭
酸塩）、工程剤（硫酸塩）、水軟化剤（アルミノけい
酸塩）、漂白剤、蛍光増白剤、酵素
従来型粉末洗剤
部屋干し
洗剤G 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 30％（ポリオキシエチレンアルキルエー
テル）、安定化剤、アルカリ剤、pH調整剤、分散剤、
酵素、蛍光増白剤
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤H 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 34％（ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、直鎖アルキルベンゼン系）、安定化剤、アルカ
リ剤、pH調整剤、分散剤、酵素、蛍光増白剤
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤 I 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 23％（高級アルコール系（非イオン））、
安定化剤、アルカリ剤、pH調整剤、酵素、蛍光増白
剤
従来型リキッドタイプ
洗剤、すすぎ⚑回
洗剤 J 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 27％（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、純せっ
けん分（脂肪酸塩））、安定化剤、アルカリ剤、水軟
化剤、分散剤、酵素、蛍光増白剤
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤K 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 中性
界面活性剤 31％（ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩）、安定化
剤、酵素
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤 L 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 中性 界面活性剤 27％（ポリオキシエチレンアルキルエーテル、直鎖アルキルベンゼン系）、安定化剤
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤M 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 22％（ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、純石けん分（脂肪酸ナトリウム））、安定化剤、
酵素、柔軟成分、香料
従来型リキッドタイプ
洗剤
洗剤N 洗濯用合成洗剤 24 g/30ℓ 0.8 g/1ℓ 中性
界面活性剤 27％（アルキルエーテル硫酸エステル
塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、純せっ
けん分（脂肪酸ナトリウム）、LAS）、安定化剤、pH
調整剤、水軟化剤（クエン酸）、ケア成分（コットン
ミルク）、酵素
従来型リキッドタイプ
洗剤、すすぎ⚑回
洗剤O 洗濯用合成洗剤 25 g/30ℓ 0.83 g/1ℓ 中性
界面活性剤 23％（アルキルエーテル硫酸エステル
塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、純せっ
けん分（脂肪酸ナトリウム））、安定化剤、pH 調整
剤、水軟化剤、柔軟成分、酵素
従来型リキッドタイプ
洗剤、すすぎ⚑回
洗剤 P 洗濯用合成洗剤 10 g/30ℓ 0.33 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 59％、高級アルコール系（陰イオン）、高
級アルコール系（非イオン）、脂肪酸系（陰イオン））、
安定化剤（ブチルカルビトール）、アルカリ剤、香料、
酵素
濃縮タイプ液体洗剤、
すすぎ⚑回
洗剤Q 洗濯用合成洗剤 10 g/30ℓ 0.33 g/1ℓ 弱酸性 界面活性剤 58％（高級アルコール系（非イオン））、安定化剤、分散剤、漂白剤
濃縮タイプ液体洗剤、
すすぎ⚑回
洗剤R 洗濯用合成洗剤 10 g/30ℓ 0.33 g/1ℓ 弱アルカリ性
界面活性剤 32％（ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、ポリオキシアルキレンアルキルアミン、純石
けん分（脂肪酸カリウム））、安定化剤
コンパクト洗剤、すす
ぎ⚑回
洗剤 S 洗濯用合成洗剤 10 g/30ℓ 0.33 g/1ℓ 中性
界面活性剤 52％（ポリオキシエチレン脂肪酸メチル
エステル、アルキルエーテル硫酸エステル塩、直鎖
アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル）、安定化剤、pH調整剤、酵素
超コンパクト洗剤、す
すぎ⚑回
洗剤T 洗濯用合成洗剤 40 g/30ℓ 1.33 g/1ℓ 中性 界面活性剤 19％（ポリオキシエチレンアルキルエーテル）、安定化剤 おしゃれ着用洗剤
ら、液体洗剤より粉末洗剤の方が高い洗浄力を示す結
果となった。さらに最も高い洗浄率を示したのは弱ア
ルカリ性の粉末洗剤 Cの 55.94％、最も低い洗浄率を
示したのは中性のコンパクト液体洗剤 S の 30.86％
と、洗浄率に約 25％もの差が生じた。異なる水温下に
おいても同様の傾向がみられるかは、今後の課題とし
たい。
⚔．今後の課題
20 種の洗濯用合成洗剤と石狩市の生活用水を夏季
水温 22℃に設定した水道水を用いた洗浄液でそれぞ
れ湿式人工汚染布を⚕枚用いて⚓回の洗浄実験を行
い、以下の結果を得た。
① 全体的に高い洗浄性を示したのは、形態が粉末
洗剤であった。
② 全体的に高い洗浄性を示したのは、液性が弱ア
ルカリ性洗剤であった。
③ 洗剤を使用せず水のみで洗浄した場合、石狩市
の夏の水温では、洗浄率は 16％程度であった。
④ 最も高い洗浄率を示したのは洗剤 C の
55.94％、最も低い洗浄率を示したのは洗剤 S の
30.86％と、洗浄率に約 25％もの差が生じた。
上記の結果を踏まえ、今後は次の点で研究をすすめ
ていきたいと考える。①冬季の水温、洗濯に適すると
される水温 30℃、40℃で同様の洗浄実験を行い、これ
を夏季、冬季の水温実験と合わせて汚れ落ちの程度を
比較する。②①により、石狩市の生活用水を用いて洗
濯を行う際の適切な水温について明らかにする。③洗
濯機市場の動向を調査し、石狩市民にとってよりよい
洗濯環境とはどのようなものであるかを検討していき
たい。
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石狩市の生活用水を用いた洗浄実験 (1)
図 1 水温 22℃の条件下における市販洗剤 20 種の洗浄率
A Study of the Washing experiment using the life water of Ishikari-shi (1)
―Using 20 kinds of detergents for washing clothes ―
Yoriko NAGAO
(Department of Human Life Studies, Faculty of Human Life Sciences, Fuji Womenʼs University)
100
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being, Vol.13, No.1, Mar. 2018
101
石狩市の生活用水を用いた洗浄実験 (1)

